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〇神経内科、血液内科の外来受診（入院診療）を受けられた患者さんおよびその

ご家族の方へ 

 

【研究課題】慢性骨髄性白血病に対してチロシンキナーゼ阻害剤内服中の脳梗

塞・一過性脳虚血発作・血管病変に関する多施設共同研究 

1. 対象となる方 

2015年 1月から 2024 年 9月までの期間で、発症時 20歳以上の患者さんで、慢性骨髄

性白血病の診断でチロシンキナーゼ阻害剤による治療中で、脳梗塞、一過性脳虚血発

作の診断あるいは血管病変のため慶應義塾大学病院（診療科：神経内科）に入院精査

加療を受けた方、または同病院外来（診療科：神経内科、血液内科）にて精査や治療

を受けた方を対象としています。 

 

2. 研究目的・意義 

慢性骨髄性白血病の治療薬は BCR-ABL蛋白に結合し、その活性を抑制する分子標的薬

チロシンキナーゼ阻害剤が第一選択薬として使用されています。このチロシンキナー

ゼ阻害剤による治療中に冠動脈疾患や脳梗塞等を発症する患者さんがしばしば経験さ

れます。脳梗塞や一過性脳虚血発作を発症した患者さんは、頭蓋内外の血管が高度に

狭窄していたり、閉塞している方が多いのが特徴です。一方チロシンキナーゼ阻害剤

服用中の脳梗塞、一過性脳虚血発作、あるいは高度の血管病変を呈した患者さんの、

その後の予後や再発率、そして適切な治療法については良くわかっておりません。こ

のような背景から慢性骨髄性白血病の治療のためチロシンキナーゼ阻害剤による治療

中の脳梗塞、一過性脳虚血発作、または血管病変に関する病態解明と治療法の確立は

喫緊の課題であると考え、今回の研究を計画しました。 

 

3. 研究方法・研究に用いる試料・情報の種類 

 患者さんのカルテに記載されている 2015年 1月 1日から 2024 年 9月 31日までの

情報を収集して解析する研究です。患者さんに新たに診察や検査を受けていただくこ

とはありません。今回の調査対象となるチロシンキナーゼ阻害剤は、イマチニブ、ニ

ロチニブ、ダザチニブ、ボスチニブ、ポナチニブ、アシミニブになります。 

 

収集する情報：現病歴、既往歴、家族歴、嗜好、入院中情報（脳卒中重症度、急性期

治療内容、入院中の再発や症状の増悪、心血管疾患の発生等）、慢性骨髄性白血病の

診断と治療状況、画像情報（頭部 MRI・MRA, 血算撮影や超音波検査等）、治療後の予

後（機能的予後、再発の有無や生命予後、画像上の血管病変の変化等） 

 



 

4. 利用又は提供を開始する予定日 

  2024年 11月 1日（倫理委員会承認日以降） 

5. 研究期間 

   2024 年 10月 16日 から 2026年 12月 31日まで 

 

6. 個人情報等の取り扱い、外部への試料・情報の提供 

収集した試料や情報は、氏名・住所・生年月日を削除し、代わりに新しく符号をつけた

上で研究に使用します。対象となる患者さんと符号を結びつける対照表及びデータ等

は、研究責任者がパスワードを設定したファイル（エクセル）に記録し、施錠される神

経内科医局内の情報管理室にあるパソコン内に保存し厳重に保管します。また共同研

究機関を含めた対照表は外部機関に提供することはありません。 

 

 

7. 研究の資金源及び利益相反 

この研究は、自治医科大学附属病院脳神経内科学講座研究費を用いて実施します。

この研究における自治医科大学附属病院の研究者の利益相反については、自治医科

大学附属病院で適切に管理されています。また、研究組織に係る研究者の利益相反

については、それぞれが所属する機関において、適切に管理されています。 

 

8. 研究組織  

【研究代表者】 

   自治医科大学附属病院 脳卒中センター・脳神経内科 氏名 田中亮太 

【共同研究機関】 

関西医科大学 脳神経内科 薬師寺祐介 

杏林大学 脳卒中医学 平野照之 

慶應義塾大学 神経内科 伊澤良兼 

順天堂大学医学部附属浦安病院 脳神経内科 卜部貴夫 

東京慈恵会医科大学 脳神経内科 井口保之 

東京女子医科大学 脳神経内科 星野岳郎 

獨協医科大学病院 脳卒中センター 竹川英宏 

日本医科大学 脳神経内科 木村和美 

山梨大学 脳神経内科 上野祐司 

 

9. 対象になることを望まない場合の申し出 及び お問い合わせ先 

①  対象になることを望まない場合 

この研究のためにご自分の試料や情報を使用してほしくない方は、下記の「照会先」に



 

記載されている研究責任者までご連絡ください。対象から外させていただきます。 

ただし、連絡をいただいた時点で既に解析が行われていた場合や研究成果が学会・論文な 

どで公表されていた場合は、対象から外すことはできませんので、ご了承ください。 

なお、お断りになった場合でも、患者さんに将来にわたって不利益が生じることは一切

ありません。 

 

②  お問い合わせ 

本研究に関するご質問等がありましたら、平日の 9時 30分から 16時 30分までに下記

の【照会先】までお問い合わせ下さい。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報等及

び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を入手または閲覧する

ことが出来ますのでお申出下さい。 

 

【照会先】 

 研究責任者：慶應義塾大学病院神経内科 伊澤良兼 

 〒160-8582 東京都新宿区信濃町 35 

 電話 03-3353-1211（代表）内線 62316 (神経内科医局) 

 

 


